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ラット切歯の完全破折後にみられたエナメル質

　　　　　　　形成異常について
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渡辺　　　匡　　佐藤香穂子　　武田　泰典

　　　　　　　　　鈴木　鍾美
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抄録：形成中の歯牙に対する外傷の影響を検索するために，エーテル麻酔下でWistar系ラットの両側下

顎切歯を残根鉗子にて、ほぼ歯肉頂の高さで唇舌方向に力を加え鈍的に完全破折した。その後3日目，4日

目，5日目，7日目および10日目のエナメル質とエナメル芽細胞の形態変化を病理組織学的に検索した。そ

の結果，エナメル質形成異常は実験例24歯中3歯（それぞれ5日目，7日目，10日目）にみられた。

　これらのエナメル質形成異常は根端側付近に生じており，この部におけるエナメル芽細胞の配列が著しく

乱れていた。このようなエナメル質形成異常は対照群の同部位，ならびにエナメル質形成異常後に形成され

たエナメル質にはみられなかった。以上より，このエナメル質形成異常は外傷が介達的に根端側へ作用した

ためと考えられた。
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緒 言

　歯牙の形成異常は歯胚に種々の障害が直接的

あるいは間接的に作用した場合にみられる。こ

れらの障害の因子については全身的ならびに局

所的な要因に分け，多くの検討がなされてい

る1）。局所的原因によるものとしては，外傷な

らびに炎症に起因するものが一般的に知られて

いる。しかしながら外傷による歯牙の形成異常

の発現機序について実験的に検討を試みた報告

は極めて少ない2’3）。筆者らはラット切歯を用い

て外傷が形成中の歯牙および歯周組織に与える

影響について病理組織学的検討を加えており，

前回は歯髄組織の変化を中心に報告した4）。今

回はエナメル質の形成異常について興味ある所

見をみいだしたのでその詳細を報告する。

実　験　方　法

実験には体重約2009のWistar系雄ラット

12匹24歯を用いた。エーテル麻酔下で両側下顎

切歯の萌出部，すなわちほぼ歯肉頂の高さで，

残根鉗子にて唇舌方向に力を加えて鈍的に破折

した。その後オリエンタル粉末飼料ならびに水

道水を自由に与え，歯牙破折後3日目（2匹），

4日目（3匹），5日目（3匹），7日目（2

匹）および10日目（2匹）にそれぞれエーテル

吸入にて屠殺し，直ちに下顎骨を摘出，10％中

性緩衝ホルマリンにて数週間固定した。固定材
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料はPlanku・Rychlo法にて低温で脱灰を行

い，通法の如く脱水，パラフィン包埋し，切歯

の長軸方向に沿って唇舌的に4μmの連続切片

を作製した。染色は主として，hematoxylin・

eosin重染色法とし，必要に応じてAzan・Ma－

llory重染色法，　PAS・Alcian　blue（pH2．5）

重染色法，Orcein弾性線維染色法，鍍銀法（渡

辺法）を施し，エナメル質を中心にその形態的

変化を病理組織学的に検索した。

実　験　結　果

　実験例12匹24歯中3匹3歯（5日目，7日目

および10日目の各1例のいずれも右側）におい

て根端付近唇側エナメル質に形成異常が認めら

れた。このエナメル質形成異常は組織学的所見

より大きく2種類に分けられた。その第1は，

一定の幅をもって規則的に形成されたエナメル

質とエナメル芽細胞層との間に球状あるいは波

状の幼若なエナメル質の形成をみるものであ

り，その第2は，エナメル質の著しい低形成を

みるものであった。これらのエナメル質形成異

常は限局性のものであり，この部より根端側に

形成されたエナメル質には著変は認められなか

った。次に二種類のエナメル質形・成異常の所見

の詳細を述べる。

1．エナメル芽細胞層と規則的に形成されたエ

　ナメル質との間におけるエナメル質形成異常

　について

　エナメル質形成異常の認められた3歯中1例

の根端付近において，一定の幅をもって規則的

に形成されたエナメル質に沿って球状あるいは

波状の不整な構築を呈する幼若エナメル質が添

加形成されていた。これは破折後5日目のもの

であった（Fig．1A，2A）。すなわち，正常

に形成されたエナメル質表層に比較的疎でエオ

ジンに淡染する細頼粒状の層がみられ，さらに

その外層にはエナメル芽細胞層に接して球状あ

るいは波状で構築の著しく不整な幼若エナメル

質が形成されていた（Fig．1B）。また，エナ

メル芽細胞層内にも塊状のエナメル質がみられ

た（Fig．2B）。この様な正常エナメル質とエ
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ナメル芽細胞層との間に形成されたエナメル質

の染色性はhematoxylin・eosin重染色法にて

エナメル芽細胞に接する部分は赤紫色に，その

他の部分は桃赤色を呈していた。これらの染色

性の相違はAzan・Mallory重染色法，　P　A　S・

Alcian　blue（pH2．5）重染色法，　Orcein弾性

線維染色法，鍍銀法にても明瞭に染出された。

さらに，このようなエナメル質形成異常のみら

れた部分のエナメル芽細胞の配列，細胞形態等

は著しく不規則になっていた。また，一部では

トームス突起がエナメル質内に進入している像

が明瞭であった。

2．エナメル質低形成について

　破折後7日目と10日目のそれぞれ1例に限

局性の著明なエナメル質低形成が認められた

（Fig．3A，4A）。これらの限局性エナメル

質低形成のみられた部分にはわずかに幼若エナ

メル質が形成されていた。この幼若エナメル質

は小柱構造が非常に不規則なものから小柱構造

の全くみられないものまで様々であった。ま

た，エナメル質内に多くの封入細胞をみるもの

（Fig．3B）と，封入細胞に乏しいもの（Fig．

4B）とがあった。さらに，これらのエナメル

質低形成部におけるエナメル芽細胞層内外には

不定形で構築の不明なエナメル質小塊が多数散

見された。これらのエナメル質小塊の染色性は

前述のエナメル芽細胞層と規則的に形成された

エナメル質との間におけるものとほぼ同様の所

見を呈した。

考 察

　日常の歯科診療で歯牙の形成異常をみること

はそれほど稀なことではない。これらの歯牙形

成異常は歯胚に何らかの障害が加えられること

により生じ，外傷，炎症，放射線等の局所的な

ものから，栄養障害，ビタミン欠乏，遺伝等の

全身的なものまで様々な原因が挙げられている

D。なかでも外傷や炎症に起因すると思われる

局所的な歯牙形成異常は一般歯科診療時にしぼ

しぽみられる。このうち実験的には炎症に起因

するものとして乳歯根尖病巣の永久歯歯胚に及
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ぽす影響が種々検討されている5’8）。　しかし外

傷による実験的な歯牙形成異常の発現機序を詳

細に研究した報告は非常に乏しく2’3），　とくに

エナメル質のみの形成異常に関する実験的報告

はいまだない。

　今回，筆老らはラット下顎切歯を鈍的に完全

破折することにより，その外力が介達的に根端

側形成中のエナメル質にいかなる影響を与える

かを病理組織学的に検討した。その結果，24歯

中3歯において，根端側のエナメル質に限局性

の形成異常が認められた。この形成異常はその

形態より2つに大別された。すなわち，第1は

エナメル芽細胞層と規則的に形成されたエナメ

ル質との間におけるエナメル質形成異常であ

り，第2は，象牙質とエナメル芽細胞層との間

における著明なエナメル質低形成である。この

2つの形態の相違は前者がエナメル質形成途中

において，部分的に外力が作用したことにより

エナメル芽細胞の極性が乱れ，その分泌能に異

常をきたしたことによると想像された。また，

後者はエナメル質形成初期に外力が加えられた

結果，生じたものと考えられた。今回筆者らが

報告したエナメル質形成異常と同様な所見はヒ

ト乳歯歯胚においても観察されている9’1°）。す

なわち，黒田9）は新生児より7カ月未満の剖検

例60例より得た乳歯を対象にし，それらにおけ

る歯牙の形成不全を検討した。その結果，エナ

メル質形成不全は7例に認められ，それらはエ

ナメル質の形成量の減少や無形成，エナメル芽

細胞層におけるPASやAlcian　blueに濃染す

る小球物の不規則な沈着等を観察している。こ

れらの個々の小球物を詳細に観察すると，その

ほとんどは求心性の層状構造を呈していたが，

一部では小球物内およびその近傍には小穎粒状

構造物が認められた。これらの小球物はエナメ

ル芽細胞内で形成された小頼粒物が次第に数珠

状に連なり，細胞外に流出，貯留することによ
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り形成されると考えられている。さらにこれら

の小球物の流出，貯留はエナメル芽細胞遠位側

のみならずエナメル芽細胞近位側やエナメル芽

細胞間にも認められている。以上の様なエナメ

ル質形成異常は，エナメル芽細胞が何らかの原

因が加えられたことによりその極性を乱し，か

つ，分泌機能の障害をきたしたものと黒田は考

察している9）。

　今回，筆者らがラット切歯で観察したエナメ

ル質形成異常も同様の機序により生じたものと

考えられる。また，種々の特殊染色を試みた結

果，今回みられた小球状の異常なエナメル質は

ヒトの歯原性嚢胞に高率に出現するhyaline－

body　n）とほぼ同様の染色結果を呈した。従っ

て，今回の実験結果から歯原性嚢胞に出現する

hyaline－bodyが上皮由来であること示唆する

一つの根拠ともなり得る可能性もあり，さらに

今後の検討がまたれる。

結 語

　ラット切歯を機械的に完全破折し，根端側エ

ナメル質の形態的変化を組織学的に観察し，以

下の結果を得た。

　1．エナメル質形成異常は24歯中3歯（それ

ぞれ5日目，7日目，10日目）にみられた。

　2．これらのエナメル質形成異常は限局性の

ものであり，その形態より2種類に大別され

た。すなわち，第1はエナメル芽細胞層と規則

的に形成されたエナメル質との間におけるエナ

メル質形成異常であり，第2は著明なエナメル

質低形成である。

　3．上記の変化の相遣は，それぞれ外力の作

用した時期によるものと考えられた。

　4．形成異常のみられたエナメル質は，歯原

性嚢胞に出現すhyaline－bodyと同様の染色性

を示した。
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　　Ab8tract：The　effect　of　single　traumatic　injury　on　rat　incisor　enamel　was　investigated　histiopa・

thologically．　Twelve　male　mature　Wistar’s　rats　were　used　in　this　experiment．　Lower　bilateral

incisors　of　each　rat　were　fractured　completely　by　dental　forceps．　The　animals　were　sacrificed　3，

4，5，7and　10　days　later．　The　mamdibles　were　removed，　fixed，　demineralized，　embedded　in

paraffin　and　prepared　fOr　histopatholgical　examination　in　the　routine　manner．　The　results　were　as

follows：．1）Maldevelopment　of　amelogenesis　was　found　in　three　of　twelve　cases（5，7and　10

days　after　fracture）．　2）Maldevelopment　of　amelogenesis　was　classified　into　two　patterns．　The

first　was　localized　deposition　of　immature　enamel，　which　showed　globuIar　or　wavy　in　shape，　between

regular－formed　enamel　and　ameloblastic　layers．　The　other　pattern　was　localized　enamel　hypoplasia

in　maked　degree．3）It　was　thought　that　the　maldevelopment　of　amelogenesis　found　in　the　present

study　was　caused　by　the　disturbance　of　amelogenesis　of　ame｜oblasts　due　to　indirect　traumatic
コ　　　　　エ

1nJury．
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エナメル芽細胞層と規則的に形成されたエナメル質との間におけるエナメル質形成異

常。異常形成された幼若エナメル質はエナメル芽細胞層内に向って不規則な凹凸を呈す

る。　（ヘマトキシリン・エオジン染色，A：×100，　B：×400）

エナメル芽細胞層と規則的に形成されたエナメル質との間におけるエナメル質形成異

常。一部では球状の幼若エナメル質小塊がエナメル芽細胞層内に遊離してみられる。

（ヘマトキシリン・エオジン染色，A：×100，　B；×400）
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著明なエナメル質低形成。この部には封入細胞を有する不定形の幼若エナメル質を入

る△　（ヘマトキシリン・エオジン染色，A：×100，　B：×400）

著明なエナメル質低形成。この部にはわずかながら小球状あるいは頼粒状の幼若エナメ

ル質がエナメル芽細胞層内外に散見される。　（ヘマトキシリン・エオジン染色，A：x

100，B：x400）
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